
－76－

香川県におけるＡ群ロタウイルス胃腸炎の
血清型からみた流行疫学

Epidemiology of Group A Rota viruses Infections in Kagawa Prefecture

山西 重機 亀山 妙子 三木 一男 長谷川斐子*

Shigeki YAMANISHI Taeko KAMEYAMA Kazuo MIKI Ayako HASEGAWA

要 旨

1985～01年に分離したＡ群ロタウイルス988株について 泳動型別で，Ｌ型819株，Ｓ型84株，Ｌ＋Ｓ型RNA

１株，また1987～00年の779株について亜群別でⅠ群66株，Ⅱ群692株，Ⅰ＋Ⅱ群１株，さらに1987～01年の803

株についてＧ血清型別でＧ１型612株，Ｇ２型69株，Ｇ３型15株，Ｇ４型46株，Ｇ１＋２型３株，Ｇ１＋３型

１株，Ｇ１＋４型２株がそれぞれ区分確認された。

各シーズンとも亜群Ⅱ， 泳動型Ｌ型が大部分を占め，ヒトの主要Ｇ血清型といわれるなかでＧ１型がRNA

主流行株となり，それに追随する他の型もしくはＧ１単独型の流行で，型間における分布比率も最小であった。

他の地域のように主流行型の変動はみられず，Ｇ１型の定着常存化が示唆された。

：Ａ群ロタウイルス，Ｇ血清型， 泳動型，乳幼児下痢症，香川県キーワード RNA

はじめにⅠ

冬期間におけるウイルス性胃腸炎の一つである乳

児嘔吐下痢症の主要な起因ウイルスであるロタウイ

ルスは，毎年同一パターンでもって流行 を繰り返１)

している。

ロタウイルスによる乳児嘔吐下痢症は，現在なお

乳幼児期における重要な疾患の一つである。

ロタウイルスは，遺伝学的違いによってＡ群から

Ｆ群までの６種類に分類 されるが，このうちヒト２)

に病原性をもち感染が確認され，国内に存在するの

はＡ，Ｃ群で，このうちＡ群ロタウイルスが分離ウ

イルスの大部分を占め，流行を起こしている。Ｃ群
３)ロタウイルスは地域散発的であり，また集団発生

で稀にみられる。

このＡ群ロタウイルスの抗原的な分類は，粒子の

内穀蛋白による亜群別でⅠ，Ⅱ群と外穀蛋白に基づ

く血清型（Ｇ血清型）別のＧ１～Ｇ14血清型に，ま

た，ポリアクリルアミド電気泳動法（ ）にPAGE

よって 泳動型Ｌ，Ｓ型に区分 できる。RNA ４)

我々は，香川県内で発生したＡ群ロタウイルスの

流行を抗原疫学的に解析するために，1985～2001年

の各シーズンの分離ロタウイルス株について電気泳

動型，また1987～2001年に血清型，更には1987～

2000年に亜群による区分を行い，各シーズン，地域

における群型の分布，群型の相互の関係などについ

て検討し，若干の知見を得たのでその概要について

報告する。

方 法Ⅱ

１ ロタウイルス群型別検査材料

香川県下の感染症発生動向調査小児科定点を

受診した急性胃腸炎患者から採取した糞便を検

査材料とし，電子顕微鏡観察法もしくは酵素抗

体法でもってロタウイルス陽性と同定された糞

便を用いた。

なお，糞便からのウイルス粒子の抽出精製，
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電子顕微鏡による形態学的同定法 ，また，酵５)

素抗体法についてはさきに報告した方法 に６)

よった。

２ ロタウイルスの 泳動型別による区分RNA
７)糞便からの の抽出は，長谷川らの方法RNA

によって，さきに報告した10％ポリアクリルア

ミド スラブゲル電気泳動（10 ，17時間)SDS mA

を行った後，銀染色を経て， 各分節の移RNA

動度を観察した。

第10，11分節の移動距離の違いによるＬ型

（ ），Ｓ型（ ）パターンによる分類をlong short

用いた。

３ ロタウイルスのＧ血清型，亜群別によ

る区分

ロタウイルス陽性糞便10％乳剤上清を抗原と

して用いた。Ｇ血清型，サブグループの亜群別

は，主要なＧ１～Ｇ４血清型および亜群Ⅰ，Ⅱ
８)に特異的なモノクローナル抗体を用い，赤谷ら
９)の酵素抗体法を先に報告したように一部改変

して行った。

結 果Ⅲ

１ 1985～2001年の各16シーズンにおける

泳動型による分類RNA
表１に示したように，その大部分はＬ型タイ

プであり，Ｓ型タイプについては，1986～1987

年は11株（17.2％），1989～1990年は15株

（18.8％），1992～1993年は13株（19.1％），

2000～2001年は10株（16.9％）などのシーズン

でそれぞれ分離されたが，1985～1986年，1988

～1989年，1996～1997年の各シーズンでは分離

できなかった。また1994～2000年のシーズンで

は，０～２株と低率であった。さらに，1993～

1994年のシーズンでは同一糞便からＬ型，Ｓ型

タイプが同時に分離された事例が確認された。

調査を始めて以降，16シーズンについて香川

県下では，Ｌ型タイプが流行の主流を占め，Ｓ

型タイプは散発的であった。

表１ 各シーズンにおけるＡ群ロタウイルスの

泳動型による分類RNA

電気泳動型別による区分
各流行年 検 体 数 判定不能の数

Ｌ＋Ｓ型Ｌ型 Ｓ型

2000－01 63 49 10 4

1999－00 32 30 1 1

1998－99 43 38 1 4

1997－98 43 37 1 5

1996－97 29 28 1

1995－96 56 51 1 4

1994－95 69 63 2 4

1993－94 107 86 7 1 13

1992－93 77 55 13 9

1991－92 76 68 6 2

1990－91 60 46 6 8

1989－90 94 65 15 14

1988－89 49 44 5

1987－88 76 65 10 1

1986－87 68 53 11 4

1985－86 46 41 5

判定不能株は，Ａ群ロタウイルスではあるが

泳動パターンから第10，11分節の移動距離が確

認できず判定できなかった事例である。

２ 1987～2000年の各13シーズンにおける

亜群による分類

表２に示したように，Ⅱ群タイプが大部分を

占め，Ⅰ群タイプは1988～1989年，1996～1997

年のシーズンでは確認できなかった。しかし，

1987～1988年では11株（13.2％），1989～1990

年では13株（16.0％），1992～1993年13株

（17.8％）と比較的多く分離された。

また，1993～1994年のシーズンでは，同一糞

便からⅠ群，Ⅱ群タイプが同時に分離された事

例が確認された。

判定不能株は，Ａ群ロタウイルスであるがウ

イルス粒子数または抗原欠損などの影響で酵素

抗体法による亜群の判定ができなかった事例で

ある。
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表２ 各シーズンにおけるＡ群ロタウイルスの亜群

による分類

亜群による区分
各流行年 検 体 数 判定不能の数

Ⅰ＋Ⅱ群Ⅰ 群 Ⅱ 群

1999－00 31 3 28

1998－99 37 2 32 3

1997－98 42 1 40 1

1996－97 29 28 1

1995－96 60 1 57 2

1994－95 69 3 63 3

1993－94 99 8 85 1 5

1992－93 74 13 60 1

1991－92 72 5 66 1

1990－91 57 6 50 1

1989－90 81 13 68

1988－89 45 43 2

1987－88 83 11 72

３ 1987～2001年の各14シーズンにおける

Ｇ血清型別による分類

表３に示したように，ヒトＡ群ロタウイルス

で主要Ｇ血清型といわれるＧ１，２，３，４型

タイプが確認された。このシーズン中，大部分

はＧ１型タイプで1988～1989年は43株（100

％），1991～1992年は61株（95.3％），1996～

1997年は23株（92.0％）など高率であった。ま

た1989～1990年は39株（55.7％）で主流行型で

はあるが低率となっている。

Ｇ２型タイプは，1992～1993年15株（23.1

％），1989～1990年12株（17.1％），1990～

1991年９株（16.7％）などであった。また，

1988～1989年は確認できず，1995～2001年シー

ズンは０～１株で希少分離の頻度となっている。

Ｇ３型タイプは，確認されたＧ血清型中，最

も低率で少ない分離数で，1987年以降1989～

1990年は３株（4.2％）であったが，1995～1996

年の６株（10.7％）まで確認することができな

かった。また，それ以降も毎年頻少分離の０～

２株と推移した。

Ｇ４型タイプは，1989～1990年は15株（21.4

％），1994～1995年は12株（16.2％），2000～

2001年は６株（18.8％）などであったが，８

シーズンでは確認できなかった。

表３ 各シーズンにおけるＡ群ロタウイルスのＧ血

清型別による分類

判定不血 清 型 別 に よ る 区 分
能の数各流行年 検体数

１＋２ １＋３ １＋４１ ２ ３ ４

2000－01 32 25 1 6

1999－00 32 28 2 1 1

1998－99 41 33 2 3 3

1997－98 34 30 1 2 1

1996－97 27 23 1 1 2

1995－96 57 49 1 6 1

1994－95 72 48 4 12 8

1993－94 105 81 12 1 1 10

1992－93 65 50 15

1991－92 70 61 3 6

1990－91 59 44 9 1 5

1989－90 78 39 12 3 15 1 8

1988－89 49 43 6

1987－88 82 58 10 9 5

この期間中，同一糞便から複数血清型ウイル

スの同時分離事例が確認された。Ｇ１型とＧ２

型タイプが３事例，Ｇ１型とＧ３型タイプが１

事例，Ｇ１型とＧ４型タイプが２事例であった。

判定不能株は，Ａ群ロタウイルスであるが，

酵素抗体法でＧ血清型による分類ができなかっ

た事例である。

考 察Ⅳ

本邦におけるロタウイルス感染症のほとんどは，

冬期間に集中して発生し，冬期下痢症の大きな部分

を占め，毎年の如くその流行を繰り返している。ロ

タウイルスは，内穀蛋白の抗原性によって，動物も

含めて，Ａ～Ｆ群の６種類 に分類することができ，２)

その大部分はＡ群ロタウイルスによる流行で，一部，

散発的また，集団給食などの施設でＣ群ロタウイル

スが確認 されているが，その他の群については，３)

今までのところヒトにおける国内の報告はない。

ヒトＡ群ロタウイルスは，内穀蛋白の抗原的な違

いによってサブグループの亜群ⅠとⅡに区別するこ

とができる。また外穀蛋白にはそれぞれ別個の血清

型を規定するＧタイプとＰタイプの中和抗原があり，

このうちＧタイプが一般的に用いられ，現在までに

この抗原性によってＧ血清型はＧ１～Ｇ14の14種類
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が知られており，このの中で国内で頻発する主要血

清型といわれるのは，Ｇ１～Ｇ４血清型タイプであ

る 。４)

更に， （ポリアクリルアミド電気泳動法）PAGE

によって，ロタウイルス２本鎖 の11分節中，RNA

第10，11分節の移動距離の違いによってＬ型（ロン

グ）タイプ，Ｓ型（ショート）タイプのパターンに

分類される。

この抗原性の違いによるＡ群ロタウイルスの細分

類化法を用いて，各シーズン，地域の流行分離株を

比較分析することで，香川県内のＡ群ロタウイルス

感染症を流行疫学的に解析した。

香川県では1985年から2001年における泳動型は，

Ｌ型タイプ819株（90.6％），Ｓ型タイプ84株（9.3

％），Ｌ＋Ｓ型混在タイプ１株（0.1％）であり，

各シーズン中，同傾向の推移であった。また1987年

から2000年におけるサブグループの亜群別では，亜

群Ⅰタイプ66株（8.7％），Ⅱタイプ692株（91.2

％），Ⅰ＋Ⅱ混在タイプ１株（0.1％）であった。

更に1987年から2001年におけるＧ血清型別では，Ｇ

１型タイプ612株（81.8％），Ｇ２型タイプ69株（9.2

％），Ｇ３型タイプ15株（2.0％），Ｇ４型タイプ4

6株（6.2％），Ｇ１＋２型混在タイプ３株（0.4

％），Ｇ１＋３型混在タイプ１株（0.1％），Ｇ１

＋４型混在タイプ２株（0.3％）の分布で主要Ｇ血

清型といわれる以外のタイプについては確認できな

かった。

各シーズンともに主流となったそれぞれの分類型

は， 泳動型ではＬ型タイプ，サブグループでRNA

は亜群Ⅱタイプ，Ｇ血清型ではＧ１型タイプであっ

た。

しかし，詳細にみると1987～88年にはＧ３型タイ

プが分離されず，1987～88年はＧ１型タイプのみが

分離され，1989～90年ではＧ１～４型タイプ全てが

検出され，1992～94年ではＧ２型タイプの比率が高

くなり，1994～95年でもＧ４型タイプが同様になっ

ている。各シーズンをとおしてＧ３型タイプ，Ｇ４

型タイプが確認できないシーズンが多くみられた。

他の地域と比べると， ら は1984年から1997Zhou 10)

年における札幌，東京，舞鶴，大阪，香川，久留米，

佐賀の地域別のＧ血清型をみているが，我々の調査

とほぼ同様にＧ１型タイプが主流で，各シーズンで

優位を占めた。稀ではあるが，地域あるいは流行年

によってはＧ２型，Ｇ３型，Ｇ４型タイプが優位と

なって追随している。1985～86年の札幌ではＧ４型

タイプ，1986～87年の東京ではＧ４型タイプ，舞鶴

ではＧ３型タイプ，1990～91年東京では３型タイプ，

1991～92年の舞鶴，大阪，佐賀で２型タイプが主流

行株となった。また1986～87年の大阪のＧ３型タイ

プ，1987～88年の大阪のＧ２型，Ｇ３型タイプ，1992

～93年の佐賀のＧ２型タイプなどがＧ１型タイプに

つづいて多く分離され，各地域，各シーズンによっ

て，主要な流行血清型や型分布が大きく相違してい
11)ることを報告している。また，同様に らUshijima

も東京における1990～93年におけるＧ血清型別でＧ

１型タイプは３シーズン全てで確認でき，Ｇ２型タ

イプは1992～93年のみで，Ｇ３型タイプは1990～91

年に高い比率で分離され，Ｇ４型タイプは確認され

なかったと報告している。

今村ら は，1986～91年の久留米での一小児科定12)

点を受診した冬期下痢症患者について調査し，Ｇ１

型タイプ58％，Ｇ３型タイプ22％，Ｇ２型タイプ６

％，Ｇ４型タイプ14％の分布であったと報告してい

る。

藤田ら も，1988～91年の埼玉県の調査でＧ１型13)

タイプは全シーズンで高率に分離され，1989～90年

にはＧ２型タイプが多く，1990～91年にはＧ３型タ

イプが多かったことを報告している。

また，飯塚ら も同様に，島根県内で1998～99年14)

における状況を，Ｇ１型が大部分で一部Ｇ３型が分

離されたことを報告している。

国外では， . ら が1997～98年のマラウエA Cunlife 15)

イの小児下痢症患者におけるＧ血清型別分布をＧ８

型タイプ51％，Ｇ３型タイプ38％，Ｇ４型タイプ５

％，Ｇ９型タイプ３％であり，日本国内での主流で

あるＧ１型，Ｇ２型タイプは確認されなかったこと

を報告している。

また， ら は1991～94年のケニアにおけるNakata 16)

調査で亜群Ⅱタイプ63.1％，Ⅰタイプ25.9％，Ｇ血

清型ではＧ１型タイプ23.7％，Ｇ２型タイプ16.7％，

Ｇ３型タイプ0.6％，Ｇ４型タイプ42.3％， 泳RNA

動型Ｓ型タイプ20.5％，Ｌ型タイプ59.0％であった
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ことを報告している。

さらに， ら は，1978～89年における各地Woods 17)

域の調査で米国，ペルー，中国，韓国，イスラエル

では，我々調査と同様にＧ１型タイプを主流とする

ものであったが，メキシコ，南アフリカではＧ３型

タイプ，コスタリカＧ４型タイプなどであったと報

告している。

香川県内における流行型推移をみると1987年以降

14回のシーズンの観察で，各シーズンともＧ１型タ

イプを主流とするものであったが，詳細にみると主

流型のＧ１型タイプにつづいてＧ２型タイプが多く

分離された1987～88年，1989～90年，1992～93年，

1993～94年など，またＧ４型タイプが多くみられた

1989～90年，1994～95年など，さらには1988～89年

には他型は分離されずＧ１型タイプのみであった。

このように報告されている各地域においては，主

流行の血清型のほかに１～３種類の血清型が混在追

随して検出される流行パターンを示し，その比率に

は多様性のあることがわかった。

分離Ａ群ロタウイルスの 泳動型，亜群，ＧRNA

血清型との関係では， 泳動Ｌ型タイプは，亜RNA

群Ⅱタイプで，Ｇ血清型Ｇ１，３，４型タイプに一

致し， 泳動型Ｓ型タイプは亜群ⅠタイプでＧRNA

血清型Ｇ２型タイプに対応するという報告にほぼ一

致しているが， 株の出現で異型のものもreassortant

みられる。県内では，1989～90年のＧ血清型Ｇ１型，

亜群Ⅱ， 泳動Ｓ型タイプの抗原性を示した１RNA

株が分離された。ロタウイルスは11分節の をRNA

持つため，自然界でも 株をつくり易くしreassortant

ていると考えられる 。18)

また，この調査期間中，同一患者糞便から複数血

清型が分離せれる事例が，Ｇ１とＧ２型タイプ３例，

Ｇ１型とＧ３型タイプ１例，Ｇ１型とＧ４型タイプ

２例みられた。さらに亜群， 泳動型で確認でRNA

きたのはそれぞれ１例であった 。19)

これらは同時分離例ではあるが，抗体価推移など

みていないため同時感染とはいい難い。

一地域における14シーズンの長期にわたるＡ群ロ

RNAタウイルスのＧ血清型別，また16シーズンの

泳動型別など他に類を見ない調査であるといえる。

各シーズンともＧ血清型Ｇ１型タイプが主流で分離

株の大部分を占め，他の地域のような主流Ｇ血清型，

また追随するＧ血清型の変動はみられなかったが，

国内では，どこの地域でも，主流行型の比率に変化

があっても必ず検出され，常在化しているものと考

えられる。

まとめⅤ

１ 1985～01年における 泳動型はＬ型タイRNA

プ819株（90.6％），Ｓ型タイプ84株（9.3％）

であった。

２ 1987～00年における亜群別では，Ⅰ群タイプ

66株（8.7％），Ⅱ群タイプ692株（91.2％）で

あった。

３ 1987～01年におけるＧ血清型は，Ｇ１型タイ

プ612株（81.8％），Ｇ２型タイプ69株（9.2

％），Ｇ３型タイプ15株（2.0％），Ｇ４型タ

イプ46株（6.2％）の分布であった。

４ 同一糞便材料中からの各Ｇ血清型株の混在検

出例では，Ｇ１と２型タイプが３事例，Ｇ１と

３型タイプが１事例，Ｇ１と４型タイプが２事

例確認できた。

５ 1993～94年の各型混在検出事例では，１株で

Ｇ血清型，亜群， 泳動型の全ての型間でRNA

確認できた。

RNA６ 1989～90年にＧ血清型１型，亜群Ⅱ，

泳動型Ｓ型タイプの１株が確認できた。
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